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昭
和
28
年（
１
９
５
３
年
）４
月
、
毎

日
新
聞
社
入
社
式
が
古
び
た
講
堂
で

行
わ
れ
た
。
式
後
、
増
田
に
は
東
京
本

社
見
習
生
と
す
る“
辞
令
”が
手
渡
さ
れ

た
。

　

全
社
で
50
人
の
新
採
用
記
者
の
中
に

女
性
は
二
人
い
た
。
増
田
の
同
僚
と
し

て
入
っ
た
も
う
一
人
の
女
性
記
者
Ｎ
さ

ん
は
、
学
芸
部
記
者
と
な
っ
た
後
、
結

婚
。夫
の
外
地
勤
務
を
機
に
退
社
し
た
。

　

増
田
は
、「
政
治
部
で
働
き
た
い
」
と

申
し
出
る
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
社

会
部
に
配
属
さ
れ
、
都
庁
ク
ラ
ブ
詰
め

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

社
会
部
所
属
は
３
年
で
、
サ
ン
デ
ー

毎
日
編
集
部
に
移
っ
た
。
同
編
集
部
は

有
楽
町
の
旧
社
屋
４
階
に
あ
っ
た
。
昭

和
36
年（
１
９
６
１
年
）春
、
長
期
連
載

物
の『
川
は
生
き
て
い
る
』で
多
摩
川
の

取
材
に
出
る
が
、
天
険
に
阻
ま
れ
て
目

指
す
大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

峠と
う
げの

多
摩
川
源
流
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

苦
い
経
験
を
し
た
。
増
田
は
、
編
集
部

遊
軍
記
者
兼
映
画
演
劇
記
者
で
、
昭
和

41
年（
１
９
６
６
年
）の
秋
、
輸
入
映
画

『
オ
セ
ロ
』に
ち
な
ん
だ
初
め
て
の
海
外

取
材
の
旅
に
出
た
。『
オ
セ
ロ
』の
主
役
、

か
の
名
優
サ
ー･

ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ

ヴ
ィ
エ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
成
功
し

た
。
ま
た
昭
和
40
年（
１
９
６
５
年
）10

月
21
日
号
か
ら
３
年
余
り
、
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
者
の
朝と
も
な
が永
振し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
を

は
じ
め
、
女
性
高
級
官
僚
、
雑
誌
編
集

者
、
本ほ
ん
い
ん
ぼ
う

因
坊（
林り
ん

海か
い
ほ
う峯

氏
）、
俳
優（
吉

永
小
百
合
氏
）、
映
画
監
督（
小
津
安
二

郎
、
山
田
洋
次
両
氏
）、
作
曲
家（
吉
田

正
氏
）、
作
家（
司
馬
遼
太
郎
氏
）、
漫

画
家
、
評
論
家
、
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー（
森

英
恵
氏
）、
カ
メ
ラ
マ
ン（
篠
山
紀
信

氏
）、
歌
手
、
東
京
都
知
事（
美
濃
部
亮

吉
氏
）
ら
、
各
界
著
名
人
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
も
書
く
。

　

昭
和
44
年（
１
９
６
９
年
）の
春
、
母

住
井
す
ゑ
の“
一
生
を
か
け
た
大
仕
事
、

部
落
差
別
の
根
源
を
告
発
す
る
”
大
河

小
説『
橋
の
な
い
川
』第
一
部
が
、
今
井

正
監
督
の
手
で
映
画
化
さ
れ
、
大
ヒ
ッ

ト
し
た
。
増
田
は
こ
の
映
画
に
つ
い
て

同
年
３
月
17
日
号
に
５
ペ
ー
ジ
の
特
集

記
事
を
書
い
て
い
る
。ち
な
み
に
現
在
、

テ
レ
ビ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍

中
の
鳥
越
俊
太
郎
氏
も
サ
ン
デ
ー
毎
日

編
集
部
に
所
属
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

昭
和
49
年（
１
９
７
４
年
）９
月
、
増

田
は
、
通
算
18
年
を
過
ご
し
た
サ
ン

デ
ー
毎
日
編
集
部
か
ら
、
図
書
第
一
編

集
部
副
部
長
、
デ
ス
ク
に
就
く
。
毎

日
新
聞
社
で
は
初
め
て
女
性
が
管
理

職
の
副
部
長
職
に
就
い
た
出
来
事
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
増
田
は
、
昭
和
58
年

（
１
９
８
３
年
）６
月
に
論
説
委
員
兼
務

と
な
り
、
内う
ち
ぼ
り濠
と
東
ひ
が
し

御ぎ
ょ
え
ん苑
に
連
な
る

北
の
丸
公
園
の
緑
ま
で
視
野
に
入
る
パ

レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
４
階
の
西
端
に
あ
る

論
説
委
員
室
に
デ
ス
ク
を
持
っ
た
。
入

社
当
時
、
最
終
職
場
は
論
説
が
い
い
な

と
思
っ
て
か
ら
30
年
目
に
あ
た
っ
て
い

た
。
総
勢
20
人
の
論
説
委
員
の
中
に

は
政
治
論
説
担
当
の
岩
見
隆
夫
氏
が
い

た
。
女
性
論
説
委
員
は
、
毎
日
新
聞
の

歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
、
大
手

紙
で
は
増
田
が
初
登
場
で
あ
っ
た
。
論

説
委
員
と
し
て
の
増
田
は
主
と
し
て

『
女
性
差
別
』に
か
か
わ
る
問
題
を
手
掛

け
健
筆
を
振
る
っ
た
。
そ
の
一
方
で
増

田
は
、
昭
和
57
年（
１
９
８
２
年
）か
ら

月
１
回
発
行
の
ユ
ニ
ー
ク
な『
女
の
し

ん
ぶ
ん
』を
創
刊
、
編
集
長（
百
号
で
終

刊
と
な
る
）
を
務
め
た
。
昭
和
59
年
に

は
女
性
で
初
め
て
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞

を
受
賞
し
た
。
定
年
後
は
毎
日
新
聞
社

特
別
嘱
託
と
し
て
在
社
し
、
平
成
２
年

（
１
９
９
１
年
）に
通
算
38
年
の
記
者
生

活
を
終
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
増
田
は
、
幅
広
い
分
野
の

執
筆
と
講
演
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
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毎
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